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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第34期中 第35期中 第36期中 第34期 第35期

会計期間

自　2021年
　　４月１日
至　2021年
　　９月30日

自　2022年
　　４月１日
至　2022年
　　９月30日

自　2023年
　　４月１日
至　2023年
　　９月30日

自　2021年
　　４月１日
至　2022年
　　３月31日

自　2022年
　　４月１日
至　2023年
　　３月31日

営業収益 (千円) 5,262,087 5,262,547 5,261,669 10,524,013 10,525,179

経常利益 (千円) 1,128,130 1,402,168 1,475,565 2,409,002 2,768,083

中間(当期)純利益 (千円) 780,695 970,856 1,021,482 1,667,358 1,916,505

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 80,835,400 81,672,000 87,350,400 80,835,400 81,672,000

発行済株式総数 (株) 1,616,708 1,633,440 1,747,008 1,616,708 1,633,440

普通株式
甲種種類株式

 
1,505,604 1,505,604 1,505,604 1,505,604 1,505,604
111,104 127,836 241,404 111,104 127,836

純資産額 (千円) 92,112,427 94,801,546 102,447,077 92,999,090 95,747,195

総資産額 (千円) 274,081,003 270,423,242 277,730,046 273,765,376 283,104,628

１株当たり純資産額 (円) 71,667.21 72,817.17 72,376.21 72,357.07 73,543.52

１株当たり中間(当期)
純利益金額

(円) 622.97 752.13 762.43 1,313.68 1,478.38

潜在株式調整後１株当
たり中間(当期)純利益
金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 33.6 35.1 36.9 34.0 33.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,365,088 4,215,419 4,143,233 6,551,933 7,598,121

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,525,963 △2,248,672 △7,986,916 △2,689,722 △1,002,180

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,640,823 △3,739,703 1,505,629 △5,408,998 △8,052,974

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 116,690,970 113,172,926 111,150,795 114,945,882 113,488,849

従業員数 (名) 46 48 54 48 50
 

(注) １　当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２　子会社及び関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。

３　甲種種類株式は、その株式の内容より「普通株式と同等の株式」として取り扱っていることから、１株当た

り純資産額及び１株当たり中間純利益金額の算定における中間期末株式数及び期中平均株式数には種類株式

を含めております。

４　潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

５　従業員数には出資企業からの出向者を含めて記載しております。
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２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社及び当社の関係会社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

2023年９月30日現在

従業員数(名) 54
 

(注) １　従業員は就業人員であり、出資企業からの出向者26名を含めて記載しています。

２　当社は鉄道事業の単一セグメントであるため、区分記載は省略しております。

 

(2) 労働組合の状況

当社には労働組合はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当中間会計期間において、当社の経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な

指標等について、既に提出した有価証券報告書に記載された内容に比して重要な変更はありません。

また、新たに定めた経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等はあり

ません。

 
(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間会計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重要な変更はありませ

ん。

また、新たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

２ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が当社

の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリス

クの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 
３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

(1) 経営成績等の状況の概要

当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下、「経営成績等」という。）

の状況の概要は次のとおりであります。
 

① 財政状態及び経営成績の状況

当社は、第三種鉄道事業者として、ＪＲ東西線の鉄道施設を西日本旅客鉄道株式会社に貸付けるとともに、付

帯する土地等の活用を行ってまいりました。

また、なにわ筋線の事業主体として、2021年10月には土木工事に本格着手いたしました。

当中間会計期間の鉄道事業営業収益は、西日本旅客鉄道株式会社との協定に基づく線路使用料収入が大部分を

占め、5,261百万円(前年同期比0.0%減)となりました。鉄道事業営業費につきましては、減価償却費が86百万円減

少したこと等により3,266百万円(前年同期比0.2％減)となりました。この結果、鉄道事業営業利益は1,995百万円

(前年同期比0.3％増)となりました。

営業外収支について、営業外費用は社債の償還により社債利息が59百万円減少したこと等により67百万円減少

し520百万円（前年同期比11.5％減）となりました。

この結果、経常利益は1,475百万円(前年同期比5.2％増)となり、法人税等を差し引いた中間純利益は1,021百万

円(前年同期比5.2％増)となりました。

流動資産については、前事業年度末から4,814百万円減少し111,220百万円(前事業年度末比4.1％減)となりまし

た。

固定資産については、前事業年度末から560百万円減少し166,509百万円(前事業年度末比0.3％減)となりまし

た。これは主に減価償却の進捗により鉄道事業固定資産が2,564百万円減少する一方で、なにわ筋線事業の用地補

償等により建設仮勘定が2,003百万円増加したためであります。

流動負債については、前事業年度末から5,242百万円減少し16,455百万円(前事業年度末比24.2％減)となりまし

た。これは主に短期借入金が4,587百万円増加しましたが、未払金が10,152百万円減少したためであります。

固定負債については、前事業年度末から6,832百万円減少し158,827百万円(前事業年度末比4.1％減)となりまし

た。これは長期借入金が1,300百万円増加、補助金の受入により長期前受金が1,867百万円増加したものの、社債

が10,000百万円減少したためであります。

純資産の部については、純資産合計は6,699百万円増加し102,447百万円(前事業年度末比7.0％増)となりまし

た。これは第三者割当による甲種種類株式の発行により資本金が5,678百万円増加したこと、及び中間純利益を

1,021百万円計上したためであります。
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② キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末と比べ2,338百万円減少し111,150百万円とな

りました。
 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、前年同期と比べ72百万円減少し、4,143百万円(前年同期比1.7％減)となりま

した。これは、主に法人税等の支払額の増加によるものであります。
 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、前年同期と比べ5,738百万円増加し、7,986百万円（前年同期比255.2％増）と

なりました。これは、主に建設仮勘定の増加によるものであります。
 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果増加した資金は、1,505百万円(前年同期は3,739百万円の支出)となりました。これは社債の償

還が10,000百万円ありましたが、銀行借入や種類株式の発行による調達が11,565百万円あったことによるもので

あります。

 
③ 生産、受注及び販売の実績

当社は受注生産形態を取らない業態であります。

 

(2) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

① 当中間会計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

営業収益の大部分を占める鉄道線路使用料収入は前年同期と同額でありました。固定資産の減価償却費が償却

の進捗により減少し、社債の償還により社債利息が減少したこと等により、経常利益は73百万円増加し1,475百万

円(前年同期比5.2％増)となりました。これらの結果、税引前中間純利益は73百万円増加して1,475百万円(前年同

期比5.2％増)となり、中間純利益は1,021百万円(前年同期比5.2％増)となりました。

 

当社の経営成績に重要な影響を与える要因として、特にＪＲ東西線線路使用料の変更を行う場合には、当社の

経営目標の達成（開業後30年目に累積資金不足を解消し、かつそれまでに累積損失を解消できること）を前提と

した上で、関係当事者間で十分に協議を行い取締役会の場でも議論した後、国土交通大臣の認可を得ることとな

ります。

当社の資本の財源及び資金の流動性に係る情報として、ＪＲ東西線事業については、期中の運転資金の他、当

社既発債の償還、将来必要となる事業資金の調達を想定しております。また、なにわ筋線事業については、今後

も関係者との協議調整を進め事業を推進してまいりますが、将来必要となる事業資金については、出資金、補助

金、及び借入金による調達を想定しております。

 
② 重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更を行っておりません。

 

４ 【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、新たな経営上の重要な契約の締結、重要な変更及び解約はありません。

 

５ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【主要な設備の状況】

当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２ 【設備の新設、除却等の計画】

前事業年度末において、計画中又は実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。また、当中間会計期間にお

いて、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。

 

EDINET提出書類

関西高速鉄道株式会社(E04146)

半期報告書

 6/26



第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,600,000

甲種種類株式 1,320,000

計 2,920,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年12月26日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,505,604 同左 非上場
当社では単元株制度は
採用しておりません。

甲種種類株式 241,404 同左 非上場
当社では単元株制度は
採用しておりません。

計 1,747,008 同左 ― ―
 

(注)１　当社の株式を譲渡により取得するには、取締役会の承認を要する旨を定款に定めております。

２　2023年８月31日に、有償第三者割当により、甲種種類株式を113,568株発行しております。

３　なお、甲種種類株式の内容は次のとおりであります。

(1) 甲種種類株式に係る株主による種類株主総会

甲種種類株式に係る株主による種類株主総会の決議は、法令及び定款に別段の定めがある場合を除き、議決

権を行使することができる甲種種類株式に係る株主の全員が出席し、その議決権の過半数をもって行う。

 会社法第324条第２項の定めによる甲種種類株式に係る株主による種類株主総会の決議は、議決権を行使する

ことができる甲種種類株式に係る株主全員が出席し、その議決権の３分の２以上に当たる多数をもって行う。

(2) 種類株主総会における決議事項

当社が次の各号に掲げる事項についての決定を行うためには、株主総会又は取締役会の決議に加えて、甲種

種類株式に係る株主を構成員とする種類株主総会の決議を必要とする。

なお、当社定款において、会社法第322条第２項に関する定めはしていない。

①なにわ筋線事業に関する次に掲げる事項

 a）事業計画の重大な変更

 b）事業スキームの重大な変更

 c）重要な資産（簿価又は売却価格が10億円以上の資産）の処分

②当社に関する次に掲げる事項

 a）定款の変更

 b）取締役及び監査役の選任又は解任

 c）資本金の額の減少

 d）重要な資産（簿価又は売却価格が30億円以上の資産）の処分

 e）解散、清算又は倒産手続等の開始の申立て

 f）株式の併合・分割

 g）株式、新株予約権又は新株予約権付社債の発行及び処分

 
h）合併、株式交換、株式移転、会社分割、事業の全部若しくは重要な一部の譲渡、他の会社
の事業の全部若しくは重要な一部の譲受け

 

(3) 議決権

甲種種類株式に係る株主は、普通株式に係る株主と同様に株主総会において１株につき１個の議決権を有す

る。
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(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

年 月 日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年８月31日
(注)

113,568 1,747,008 5,678,400 87,350,400 ― ―
 

(注)　有償第三者割当　発行価格 50,000円　資本組入額1株につき 50,000円

割当先：大阪府、大阪市、西日本旅客鉄道株式会社、南海電気鉄道株式会社

 

(5) 【大株主の状況】

2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

西日本旅客鉄道株式会社 大阪市北区芝田二丁目４番24号 427 30.17

大阪府 大阪市中央区大手前二丁目１番22号 420 29.70

大阪市 大阪市北区中之島一丁目３番20号 420 29.70

兵庫県 神戸市中央区下山手通五丁目10番１号 64 4.52

南海電気鉄道株式会社 大阪市中央区難波五丁目１番60号 53 3.79

尼崎市 兵庫県尼崎市東七松町一丁目23番１号 16 1.13

住友電気工業株式会社 大阪市中央区北浜四丁目５番33号 3 0.26

青木あすなろ建設株式会社 東京都港区芝四丁目８番２号 1 0.13

株式会社森本組 大阪市中央区南本町二丁目６番12号 1 0.10

りんかい日産建設株式会社 東京都港区芝二丁目３番８号 1 0.10

計 ― 1,409 99.59
 

(注)　発行済株式総数は、普通株式及び甲種種類株式の合計の株式数であります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 331,528

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式 1,174,076

 

1,174,076 ―

甲種種類株式 241,404
 

241,404 （注）

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数  1,747,008
 

― ―

総株主の議決権 ― 1,415,480 ―
 

　(注)　甲種種類株式の内容については「(1)株式の総数等　②発行済株式」に記載しています。

 

② 【自己株式等】

2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式
数の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 大阪市福島区福島三丁目
14番24号

331,528 ― 331,528 18.98
関西高速鉄道株式会社

計 ― 331,528 ― 331,528 18.98
 

 

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１　中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38号)並

びに「鉄道事業会計規則」(昭和62年運輸省令第７号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間(2023年４月１日から2023年９月30日ま

で)の中間財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人により中間監査を受けております。

なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　第35期事業年度の財務諸表 有限責任監査法人トーマツ

　第36期中間会計期間の中間財務諸表 EY新日本有限責任監査法人

 

３　中間連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、中間連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年３月31日)
当中間会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 113,488,849 111,150,795

  その他の流動資産 2,546,394 70,016

  流動資産合計 116,035,243 111,220,811

 固定資産   

  鉄道事業固定資産   

   有形固定資産 ※1  125,343,119 ※1  123,086,635

   無形固定資産 17,217,069 16,908,833

   鉄道事業固定資産合計 ※2  142,560,189 ※2  139,995,469

  建設仮勘定 24,355,850 26,359,420

  投資その他の資産 153,343 154,345

  固定資産合計 167,069,384 166,509,234

 資産合計 283,104,628 277,730,046

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 ― 4,587,000

  1年内償還予定の社債 10,000,000 10,000,000

  未払金 10,890,138 737,665

  未払法人税等 740,727 713,829

  賞与引当金 28,277 31,151

  その他の流動負債 ※3  38,378 ※3  385,433

  流動負債合計 21,697,522 16,455,079

 固定負債   

  社債 10,000,000 ―

  長期借入金 144,974,000 146,274,000

  長期未払金 381,546 381,546

  長期前受金 10,261,370 12,128,996

  退職給付引当金 11,909 12,242

  資産除去債務 25,409 25,427

  その他の固定負債 5,676 5,676

  固定負債合計 165,659,910 158,827,888

 負債合計 187,357,432 175,282,968

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 81,672,000 87,350,400

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 30,651,595 31,673,077

   利益剰余金合計 30,651,595 31,673,077

  自己株式 △16,576,400 △16,576,400

  株主資本合計 95,747,195 102,447,077

 純資産合計 95,747,195 102,447,077

負債純資産合計 283,104,628 277,730,046
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②【中間損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当中間会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

鉄道事業営業利益   

 営業収益 5,262,547 5,261,669

 営業費 3,272,454 3,266,214

 鉄道事業営業利益 1,990,093 1,995,454

営業外収益 211 524

営業外費用 ※1  588,136 ※1  520,414

経常利益 1,402,168 1,475,565

税引前中間純利益 1,402,168 1,475,565

法人税、住民税及び事業税 442,500 457,331

法人税等調整額 △11,187 △3,248

法人税等合計 431,312 454,082

中間純利益 970,856 1,021,482
 

EDINET提出書類

関西高速鉄道株式会社(E04146)

半期報告書

12/26



③【中間株主資本等変動計算書】

 前中間会計期間(自 2022年４月１日　至 2022年９月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

利益剰余金

自己株式 株主資本合計その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 80,835,400 28,735,090 △16,571,400 92,999,090 92,999,090

当中間期変動額      

新株の発行 836,600   836,600 836,600

中間純利益  970,856  970,856 970,856

自己株式の取得   △5,000 △5,000 △5,000

当中間期変動額合計 836,600 970,856 △5,000 1,802,456 1,802,456

当中間期末残高 81,672,000 29,705,946 △16,576,400 94,801,546 94,801,546
 

 

 当中間会計期間(自 2023年４月１日　至 2023年９月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

利益剰余金

自己株式 株主資本合計その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 81,672,000 30,651,595 △16,576,400 95,747,195 95,747,195

当中間期変動額      

新株の発行 5,678,400   5,678,400 5,678,400

中間純利益  1,021,482  1,021,482 1,021,482

自己株式の取得    ― ―

当中間期変動額合計 5,678,400 1,021,482 ― 6,699,882 6,699,882

当中間期末残高 87,350,400 31,673,077 △16,576,400 102,447,077 102,447,077
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当中間会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前中間純利益 1,402,168 1,475,565

 減価償却費 2,651,885 2,565,060

 賞与引当金の増減額（△は減少） △360 2,873

 支払利息 402,476 414,088

 社債利息 126,284 66,322

 未収入金の増減額（△は増加） △1,350 －

 未収消費税等の増減額（△は増加） 105,974 234,023

 未払消費税等の増減額（△は減少） 198,146 353,842

 その他 27,345 11,680

 小計 4,912,570 5,123,456

 利息の支払額 △534,121 △484,457

 法人税等の支払額 △163,029 △495,764

 営業活動によるキャッシュ・フロー 4,215,419 4,143,233

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △3,520,988 △12,153,725

 無形固定資産の取得による支出 － △340

 補助金の受取額 1,272,316 4,167,149

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,248,672 △7,986,916

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 4,009,000 4,587,000

 社債の償還による支出 △13,000,000 △10,000,000

 長期借入れによる収入 4,500,000 1,300,000

 運輸機構長期未払金の返済による支出 △394 －

 株式の発行による収入 836,600 5,678,400

 自己株式の取得による支出 △5,000 －

 その他 △79,908 △59,770

 財務活動によるキャッシュ・フロー △3,739,703 1,505,629

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,772,956 △2,338,053

現金及び現金同等物の期首残高 114,945,882 113,488,849

現金及び現金同等物の中間期末残高 113,172,926 111,150,795
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法によっております。ただし、鉄道事業取替資産については取替法、1998年４月１日以降に取得した建物(建

物附属設備は除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用してお

ります。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 38～60年

機械及び装置 9～17年

工具・器具・備品 5～20年
 

　

(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。

 

２　引当金の計上基準

(1) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき当中間会計期間に見合う分を計上しておりま

す。

(2) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当中間会計期間末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る中間期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方

法を用いた簡便法を適用しております。

 

３　収益及び費用の計上基準

鉄道線路使用料収入については賃料発生時に収益として認識しております。

その他については、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財またはサービスと交換に受け

取ると見込まれる金額で、収益を認識することとしております。

 
４　中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

中間キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金から

なっており、現金及び預金の中間期末残高に一致しております。

 

５　その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

該当事項はありません。
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(中間貸借対照表関係)

※１　鉄道事業有形固定資産の減価償却累計額

 

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当中間会計期間
(2023年９月30日)

鉄道事業有形固定資産の
減価償却累計額

179,195,493千円 181,451,977千円
 

 

※２　担保資産及び担保付債務
 

担保に供している資産は次のとおりであります。
 

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当中間会計期間
(2023年９月30日)

鉄道事業固定資産（鉄道財団）     

有形固定資産 124,631,765千円 122,381,124千円
無形固定資産 15,157,352千円 15,157,352千円

計 139,789,117千円 137,538,476千円
 

 

上記資産を担保としている債務は次のとおりであります。
 

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当中間会計期間
(2023年９月30日)

運輸機構長期未払金(１年内償還予定分含む) ―千円 ―千円
 

 

※３　消費税等の取扱い

仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ、「その他の流動負債」に含めて表示しております。

 

 

(中間損益計算書関係)

※１　営業外費用の主要項目

 

 
前中間会計期間

(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当中間会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

支払利息 402,476千円 414,088千円

社債利息 126,284千円 66,322千円
 

 

 

　２　減価償却実施額

 

 
前中間会計期間

(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当中間会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

有形固定資産 2,342,810千円 2,256,484千円

無形固定資産 309,074千円 308,576千円
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(中間株主資本等変動計算書関係)

前中間会計期間(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 1,505,604 ― ― 1,505,604

甲種種類株式(株) 111,104 16,732 ― 127,836

合計(株) 1,616,708 16,732 ― 1,633,440
 

(変動事由の概要)

甲種種類株式の増加16,732株は、第三者割当による新株の発行による増加であります。

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 331,428 100 ― 331,528
 

(変動事由の概要)

取締役会決議による自己株式の取得　100株

 
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 
４　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

当中間会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 1,505,604 ― ― 1,505,604

甲種種類株式(株) 127,836 113,568 ― 241,404

合計(株) 1,633,440 113,568 ― 1,747,008
 

(変動事由の概要)

甲種種類株式の増加113,568株は、第三者割当による新株の発行による増加であります。

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 331,528 ― ― 331,528
 

 

 
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

 
(リース取引関係)

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

１　金融商品の時価等に関する事項
　
中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。また、

「現金及び預金」については、現金であること、及び預金が短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するもの

であることから、記載を省略しております。
 

前事業年度(2023年３月31日)

  
貸借対照表計上額
（千円）

時　価
（千円）

差　額
（千円）

長期借入金 ① 144,974,000 124,967,273 △20,006,726

社債 ② 20,000,000 20,081,050 81,050

負債計  164,974,000 145,048,323 △19,925,676
 

(注) ②は１年内償還予定分を含んでおります。

 

当中間会計期間(2023年９月30日)

  
中間貸借対照表計上額

（千円）
時　価
（千円）

差　額
（千円）

短期借入金 ① 4,587,000 4,587,000 ―

長期借入金 ② 146,274,000 126,546,039 △19,727,960

社債 ③ 10,000,000 10,048,940 48,940

負債計  160,861,000 141,181,980 △19,679,019
 

(注)　③は１年内償還予定分を含んでおります。

 

 

２　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
 

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類し

ております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定

の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係る

インプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属する

レベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

(1) 時価で中間貸借対照表（貸借対照表）に計上している金融商品

該当事項はありません。
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(2) 時価で中間貸借対照表（貸借対照表）に計上している金融商品以外の金融商品

前事業年度(2023年３月31日)

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 ― 124,967,273 ― 124,967,273

社債 ― 20,081,050 ― 20,081,050

負債計 ― 145,048,323 ― 145,048,323
 

 

当中間会計期間(2023年９月30日)

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

短期借入金 ― 4,587,000 ― 4,587,000

長期借入金 ― 126,546,039 ― 126,546,039

社債 ― 10,048,940 ― 10,048,940

負債計 ― 141,181,980 ― 141,181,980
 

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

短期借入金

これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債務ごとに、その将来キャッシュ・フローと、返済期日までの期間及び

信用リスクを加味した利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

 
長期借入金

これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価値法

により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

 
社債

当社の発行する社債には市場価格がないため、元利金の合計額と、当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した

利率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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(有価証券関係)

　該当事項はありません。

 

(デリバティブ取引関係)

　該当事項はありません。

 

(ストック・オプション等関係)

　該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

　関連会社がないため該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

　該当事項はありません。

 

(資産除去債務関係)

　資産除去債務のうち中間貸借対照表(貸借対照表)に計上しているもの

当該資産除去債務の総額の増減

 

 
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当中間会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

期首残高 25,371千円 25,409千円

時の経過による調整額 37千円 18千円

中間期末(期末)残高 25,409千円 25,427千円
 

 

(賃貸等不動産関係)

　賃貸等不動産の中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、期中増減額及び時価は以下のとおりであります。

（単位：千円）
 前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当中間会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

中間貸借対照表計上額

(貸借対照表計上額)

期首残高 144,858,200 140,197,633

期中増減額 △4,660,567 △2,233,696

中間期末

(期末)残高
140,197,633 137,963,936

中間期末(期末)時価 134,768,410 134,504,633
 

（注）１　中間貸借対照表計上額(貸借対照表計上額)は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２　期中増減額のうち、前事業年度の主な減少額は、減価償却費4,660,514千円であります。

当中間会計期間の主な減少額は、減価償却費2,233,696千円であります。

３　中間期末(期末)の時価算定方法は、主として「不動産鑑定評価基準」に準じて自社で算定した金額（指標

等を用いて調整を行ったものを含む。）であります。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報については、収益認識に関する会計基準等の対象となる収益に重要性

が乏しいため、記載を省略しております。
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(セグメント情報等)

 

【セグメント情報】

      当社は、鉄道事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

【関連情報】

１　製品及びサービスごとの情報

当社は、単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

 

２　地域ごとの情報

(１) 売上高

当社は、海外売上高がないため、記載すべき事項はありません。

 

(２) 有形固定資産

当社は、在外支店等がないため、記載すべき事項はありません。

 

３　主要な顧客ごとの情報

前中間会計期間(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日)

顧客の名称 売上高(千円) セグメント名

西日本旅客鉄道株式会社 5,250,000 鉄道事業

 

 
当中間会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

顧客の名称 売上高(千円) セグメント名

西日本旅客鉄道株式会社 5,250,000 鉄道事業

 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

 

項目
前事業年度

(2023年３月31日)
当中間会計期間
(2023年９月30日)

(1) １株当たり純資産額 73,543.52円 72,376.21円

(算定上の基礎)    

純資産の部の合計額 (千円) 95,747,195 102,447,077

普通株式に係る中間期末(期末)の純資産額 (千円) 95,747,195 102,447,077

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式及び普通株式と同等の株式の数

(株)
1,301,912 1,415,480

(うち甲種種類株式127,836) (うち甲種種類株式241,404)
 

 

項目
前中間会計期間

(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当中間会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

(2) １株当たり中間純利益金額 752.13円 762.43円

(算定上の基礎)    

中間純利益金額 (千円) 970,856 1,021,482

普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

普通株式に係る中間純利益金額 (千円) 970,856 1,021,482

普通株式及び普通株式と同等の株式の
期中平均株式数

(株)
1,290,807 1,339,768

(うち甲種種類株式 116,681) (うち甲種種類株式 165,692)
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

 
 
(2) 【その他】

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

関西高速鉄道株式会社(E04146)

半期報告書

22/26



第６ 【提出会社の参考情報】

 

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(１) 臨時報告書     

 金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する
内閣府令第19条第１項及び同条第２項第２号（第三者割当による増
資）の規定に基づく臨時報告書であります。

 2023年６月20日
近畿財務局長に提出

 

(２) 臨時報告書     

 金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内
閣府令第19条第２項第９号の４（監査公認会計士等の異動）の規定
に基づく臨時報告書であります。

 2023年６月20日
近畿財務局長に提出
 

 

(３) 有価証券報告書及びその添付書類     
 

 事業年度　(第35期)
 

自　2022年４月１日　至　2023年３月31日 2023年６月30日
近畿財務局長に提出
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

2023年12月25日
 

関 西 高 速 鉄 道 株 式 会 社

 取 締 役 会 　御中
 

 

EY新日本有限責任監査法人

大　　阪　　事　　務　　所
 

 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴　田　 芳　宏
 

 

 
中間監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる関西高速鉄道株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの第36期事業年度の中間会計期間（2023年４月１

日から2023年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動

計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、関西高速鉄道株式会社の2023年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（2023年４月

１日から2023年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認

める。

 

中間監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査

の基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、

我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。

 

中間財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
中間財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場か

ら中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に

又は集計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断

される。

EDINET提出書類

関西高速鉄道株式会社(E04146)

半期報告書

25/26



 

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的

専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対

応する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の

意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一

部が省略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、

分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。

・　中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評

価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に

関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する

注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基

づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか

結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財

務諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手し

た監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が

基礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した

内部統制の重要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項につい

て報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

（注）１．上記の中間監査報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれていません。
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